
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

（保護者アンケート回答数180  回答率84%）

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画を
作成し、計画に基づいた体育指導や「一校一取
組」運動や「一学級一実践」運動を実践する。

１：
どち
らか
が
60%
未満

国際理解教育を推進し、国際交流などに取り組
む授業を実施する。
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　生徒アンケート項目１「学校行事や体験活動などで、友達と話し合っ
たり、協力しながら、活動することができた」への肯定的回答は78%だ
が、学年が上がるにしたがって達成率が上がり、3年生では98%となっ
ている。中学校では、生徒会専門委員会や行事の実行委員会など、生
徒が主体的に企画運営する活動が多く、他の生徒と協力しながら自分
たちで目標を達成していく力が求められる。学年が上がるにしたがって
達成率が高くなることから、中学校生活の様々な活動を達成する中
で、生徒のコミュニケーション能力が高まっていくと考えられる。今後も
指導を重ね、コミュニケーション能力の育成に努める。
　生徒アンケート項目２「電子黒板や生徒用タブレットなど、情報機器を
使って、活動することができた」への肯定的回答は62%だった。本校で
はすべての教科で電子黒板を使った授業を実施しているが、生徒用タ
ブレットに関しては、学年行事の調べ学習などで活用しているものの、
教科の授業で活用が進んでいるとは言えない。アンケートの結果から
も、「情報機器を使って活動できた」と実感している生徒は6割程度であ
ることがわかる。生徒の主体的な学習を促すツールとして、今後は生
徒用タブレットの活用も推進していきたい。

○学年が上がっていくにつれて生徒評価が
良くなっていくことは、先生方の適切な指導
の成果だと思う。
○気候変動の影響など、これからの未来を
生きていく子どもたちには取り組まなければ
ならない課題が多くあると思う。SDGs（持続
可能な開発目標）などの環境教育に取り組
むと良いのではないか。
○ICTについては、運用能力も必要だが、情
報との向かい合い方を指導してほしい。今の
子どもたちは想像力が足りない。メディアから
簡単に情報が入ることで、自分の頭で考えな
い子どもが多くなっている。信頼できる情報
に基づき、何が大切か、どうすれば良いの
か、自分で考える習慣を身に付けてほしい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、「おお
たのものづくり」を生かした体験活動や理数授業
等を実施する。

３：
1 70%
以上
2 70%
以上

学校評価アンケート

生徒項目１
「学校行事や体験活動など
で、友達と話し合ったり、協力
しながら、活動することができ
た」

生徒項目２
「電子黒板や生徒用タブレット
など、情報機器を使って、活
動することができた」

に対する肯定的回答の％

４：
1 80%
以上
2 80%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ機
器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目指
し、人権教育資料等を活用した授業を実施する。

２：
1 60%
以上
2 60%
以上
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の
方々とのコミュニケーション能力の育成等を図っ
ている。

算数・数学到達度をステップ学習チェックシートで
児童・生徒、保護者に知らせる。

　生徒アンケート項目５「友だちとは、お互いを尊重して仲良く生活でき
ている」への肯定的回答は80%だった。友達との付き合い方に悩みを持
つ生徒もいたが、スクールカウンセラーとも連携してコミュニケーション
に関する相談を重ね、一つ一つ問題を解決していった。また、学校生
活調査（年２回）、hyper-QU（学級集団意識調査:年２回）、生活アン
ケート（年３回）を実施して、生徒の悩みやいじめについて調査し、いじ
めの早期発見、早期対応に努めた。いじめがあった場合はケース会議
を行い、組織的な対応を行った。
　生徒アンケート項目６「先生は、悩みを聞いてくれたり、相談に応じて
くれている」への肯定的回答は72%だった。この項目も学年が上がるし
たがって達成率が高くなっており、３年生では92%になっている。生徒自
身の成長により、教員の指導助言をより深く理解し、問題を解決できる
ようになってきたと考えられる。今年度は１年生に対し、スクールカウン
セラーの全員面接を年２回実施し、悩みの整理の仕方や進んで相談
する意識を高めるよう取り組んだ。
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１：
どち
らか
が
60%

○学年が上がっていくにつれて生徒評価が
良くなっていくことは、先生方の適切な指導
の成果だと思う。
○塾や習い事などが発達してきて、放課後も
いろいろな分野で充実した教育が受けられる
ようになってきた半面、子どもたちが「カリ
キュラムを決めてもらう」ことに慣れてしま
い、「自分で取り組む学習内容を決めたり、
計画を立てたり、分からないところは自分か
ら質問しに行く」という時間が少なくなってい
るのではないか。面談や補習教室で、学校
が「指導助言の受け方」を指導してくれている
のはありがたい。今後も継続して取り組んで
ほしい。

　生徒アンケート項目３「前向きに学習に取り組むことができている」へ
の肯定的回答は73%で、やはり学年が上がるにしたがって達成率が上
がり、3年生の達成率は96%だった。3年生では、高校受験に向かい、ク
ラスで協力して学習に取り組むことができている。1年生、2年生でも学
習の大切さや、学習方法の工夫について繰り返し指導しており、指導
の積み重ねによって成果が表れてきている。今後もさらに指導を工夫
していきたい。
　生徒アンケート項目４「先生は、学習で困ったときに適切な指導や助
言をしてくれる」への肯定的回答は71％だった。本校の教員は全員が
複数学年を指導しているが、同じ教員が指導していても、2，3年生の達
成率が高く、1年生の達成率がやや低い。1年生には、まだ、学習で
困ったときに助けを求めたり、質問しに行くなどの行動がとれない生徒
が一定数いることがわかる。面談や補習教室で指導助言を受ける体験
を積ませたい。

○先生方の生徒へのサポートや激励によ
り、生徒どうしの教え合いで生徒の関係が深
まれば、子どもたちの人間関係もより良くなる
と思うので、ご指導をお願いしたい。
○生徒は得意なことがそれぞれ違うので、
「自分がやりたい目標がもてる」雰囲気がほ
しい。生徒一人一人が自分を活かせる集団
になってほしいと思う。

○4組では体育の時間の最初に毎回「6分間
走」を行っているが、非常に成長が感じられ
る。学校では、頭だけでなく体を鍛えさせてほ
しい。
○調理実習の授業支援を行ったが、集中し
て作業できない生徒や、火加減が苦手な生
徒が目についた。生活の変化により、家庭で
調理などの「家事」を担当する機会も少なく
なっていると思う。今後ますます、学校での
「食育」が重要になってくると思う。

○馬込中学校は学校公開が多く、地域に開
かれた学校だと思う。
○今年度から大田区教育推進研究協力校と
して「ユニバーサルデザイン」を研究している
と聞いたが、とても良いことだと思う。先生方
が工夫して授業を実施し、多くの生徒にとっ
て工夫があり、わかりやすい授業でも、一
部、そう感じない生徒がいる。それらの、学習
があまり得意でない生徒たちにとって、どうす
ればわかりやすいのか、先生方が研究して
いくことは大切だと思う。

学習指導講師等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

全教員が部活動や委員会活動を担当し、日常的
に体を動かす習慣を付けさせる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生徒
に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、都
及び区の資料を活用した授業等を行う等、道徳
指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通し
て、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生活習
慣についての意識啓発を行う。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未
然防止、早期発見等のための取組を実施する。

スクールカウンセラーや関係諸機関との連携を
密にし、生徒理解のための取組を推進する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指導の
充実により、社会のルールや学校のきまりなどを
守ろうとする意識を高める。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自身
の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主任
教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施し
OJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善に
生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における特
別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、食
生活の充実・改善をねらいとした「食育」を推進す
る。

生徒による授業アンケートを年2回実施し、授業
改善に生かす。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機会
を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひと
りの学習のつまずきや学習方法について、指導
する。

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結果よ
りストレス症状のみられる児童・生徒に対して組
織的に対応する。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
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ラ
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２
　
学
力
の
向
上

漢字検定・数学検定・英語検定検定試験を推進
し、学習への意欲を高める。検定前の学習講座
を実施し、受験を支援する。

成果
評価

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学年だよりを週1回発行し、生徒の様子をきめ細
かく保護者に伝える。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域力
を生かした特色ある教育活動を実践する。

これまでの取組
今後の改善策

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

　保護者アンケート項目11「学校は、学校の様子を保護者・地域に伝え
ている（HP・学年だより・学校だよりなど）」への肯定的回答は95%だっ
た。月１回の学校だより、週１回の学年だよりは昨年度から継続して取
り組んでいる。今年度はさらにHPの充実に取り組んだ。HP委員会を立
ち上げ、各学年の教員がブログの更新に関わることで、各学年の記事
をアップすることができ、生徒の様子をよりいきいきと発信することがで
きた。保護者も学校に関心を持ち、関わろうとしてくれている。保護者ア
ンケートの回答率は84%という高い回答率であった。
　保護者項目アンケート項目12「学校は、地域と連携した行事やボラン
ティア活動などを積極的に実施している（地域清掃・防災訓練・地域行
事への参加など）」への肯定的回答は87%だった。地域清掃や、地域行
事への生徒の参加を継続して行っており、地域の方々も楽しみにしてく
ださっている。また、町会と連携した防災拠点活動訓練に１年生が全員
参加するなど、地域防災にも積極的に関わることができた。

○馬込中学校は、生徒が、お祭りや盆踊りな
ど、地域の行事にも積極的に参加してくれて
いるように感じる。
○地域、保護者ともに、学校に対して協力的
で、いい地域だと思う。地域の子どもたちを
保護者、地域、学校が、力を合わせて育てて
いく風土を大切にしたい。
○地域清掃ボランティアに毎回全校生徒の
半数近くが参加しており、よい伝統になって
いる。1学期の地域清掃では、学校支援地域
本部「アシスト馬中」が、かき氷をふるまって
いるが、学校支援地域本部と生徒との良い
交流になっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　  　　令和元年度　大田区立馬込中学校　自己評価　報告書　　　                              　令和2年3月11日

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の変
容等の具体的な資料を作成して、評価に必要な
学校の情報を適切に提供し、適正な評価を受け
るよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本情
報、児童・生徒の活動情報等をホームページ等
で公開及び更新することにより、積極的に情報を
発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。
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地域行事や青少年対策地区委員会主催の行
事、地域の美化活動にボランティアとして生徒を
積極的に参加させる。

3

目標に対する成果指標

3

3

３：
1 70%
以上
2 70%
以上
２：
1 60%
以上
2 60%
以上

４：
1 80%
以上
2 80%
以上

学校評価アンケート

生徒項目５
「友だちとは、お互いを尊重し
て仲良く生活できている」

生徒項目６
「先生は、悩みを聞いてくれた
り、相談に応じてくれている」

に対する肯定的回答の％

　生徒アンケート項目７「進んで身体を動かす、食事で好き嫌いをしな
い、朝ごはんを食べるなど、比較的健康的な生活を送っている」への肯
定的回答は73%だった。学年だより、給食だよりを通して、生徒や保護
者に「早寝・早起き・朝ごはん」を呼びかけ、また給食メニューに郷土の
料理や各国の料理を取り入れたり、家庭科授業で生徒の考えた献立
を給食に生かすなど、食生活の充実・改善を図った。
　生徒アンケート項目８「生徒会活動、委員会活動、部活動などに、積
極的に取り組んでいる」の肯定的回答は74%だった。全教員が委員会・
部活動の顧問を担当し、熱心に活動することができている。その一方、
SNSやゲームの長時間利用など、生活習慣の問題も起こっている。今
年度はセーフティー教室、情報モラル講習会などを通して生徒、保護
者への啓発を行った。

　生徒アンケート項目９「授業は、映像や図で見せるなど、工夫があり、
わかりやすい」への肯定的回答は74%だった。本校では全教員がICTを
使った授業を実施している。特に電子黒板はほぼ毎時間使用され、映
像や図によって授業がよりわかりやすく感動のあるものになっている。
しかし授業全体としては、さらに指導力の向上を目指し努力する必要
がある。今年度も管理職による授業観察を継続的に行い、また授業参
観の保護者アンケートを全教員で回覧し、生徒による授業アンケートを
年２回実施して、授業力の向上を図った。
　生徒アンケート項目10「授業は、話し合い活動や発表などがあり、友
達の意見を聞いたり、考えを伝えたりできる」への肯定的回答は75%
だった。本校では大田区教育研究協力校としてユニバ－サルデザイン
を生かした教育に取り組んでいる。「視覚化」「共有化」を大切にした授
業づくりを推進しており、達成率も８割に近づいている。今後も対話的
な学習など「共有化」を大切にした授業づくりに努める。

２：
1 60%
以上
2 60%
以上

１：
どち
らか
が
60%
未満

４：
1 80%
以上
2 80%
以上

【1.未来】　3年生英検全員受験・英検IBA・都学力向上調査スピーキングテストを実施しています。ALTを活用した英語カフェなど英語教育の推進に取り組むとともに、全教員がICTを活用した授業を行っています。生徒会活動を活性化させ、生徒が自
ら考え創り上げる活動を大切にしています。学校行事や体験活動を通して、健やかな体と豊かな人間性を育んでいます。
【2.知】学習カルテ・ステップ学習シートを活用し、生徒が自分の学力を自分で分析し、学習法を見つけられるよう支援しています。また、水曜補習教室・定期テスト前補習教室・検定試験前学習講座などを実施し、個に応じた学習支援を行っています。
今年度と次年度の2年間をかけて、大田区教育委員会教育研究協力校として「ユニバーサルデザイン」の研究に取り組み、すべての生徒がいきいきと活動できる学校づくりに取り組んでいます。
【3.徳】HyperQU（年2回）、SCによる1年生全員面接（年2回）、本校独自の生活アンケート（年2回）を実施して生徒の状態をきめ細かく看取っています。毎週生活指導部会で情報を交換し、組織的にいじめ防止に取り組んでいます。
【4.体】体育的行事や部活動を推進し、全教員が部活動の顧問を担うことで生徒の意欲を高め、進んで体を動かす習慣を身に付けさせるよう取り組んでいます。また「早寝・早起き・朝ごはん」の取組を推進し、健やかな体つくりに努めています。
【5.学校・教職員】授業公開での保護者アンケートを全教員で回覧し、教育の質的向上に努めています。また生徒による授業評価（年2回）を実施し、授業力向上に取り組んでいます。
【6.学校・家庭・地域】1年生全員が地域と協働する防災拠点活動訓練に参加し、2年生では地域と連携した5日間の職場体験を実施します。地域行事でのボランティア活動なも推進しています。

３：
1 70%
以上
2 70%
以上
２：
1 60%
以上
2 60%
以上
１：
どち
らか
が
60%

学校評価アンケート

保護者項目11
「学校は、学校の様子を保護
者・地域に伝えている（HP・学
年だより・学校だよりなど）」

保護者項目12
「学校は、地域と連携した行
事やボランティア活動などを
積極的に実施している（地域
清掃・防災訓練・地域行事へ
の参加など」

に対する肯定的回答の％

学校評価アンケート

生徒項目９
「授業は、映像や図で見せる
など、工夫があり、わかりやす
い」

生徒項目10
「授業は、話し合い活動や発
表などがあり、友達の意見を
聞いたり、考えを伝えたりでき
る」

に対する肯定的回答の％

学校評価アンケート

生徒項目７
「進んで身体を動かす、食事
で好き嫌いをしない、朝ごは
んを食べるなど、比較的健康
的な生活を送っている」

生徒項目８
「生徒会活動、委員会活動、
部活動などに、積極的に取り
組んでいる」

に対する肯定的回答の％

４：
1 80%
以上
2 80%
以上

学校評価アンケート

生徒項目３
「前向きに学習に取り組むこと
ができている」

生徒項目４
「先生は、学習で困ったときに
適切な指導や助言をしてくれ
る」

に対する肯定的回答の％

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と

健
康
の
増
進

４：
1 80%
以上
2 80%
以上
３：
1 70%
以上
2 70%
以上
２：
1 60%
以上
2 60%
以上
１：
どち
らか
が
60%

４：
1 80%
以上
2 80%
３：
1 70%
以上
2 70%
２：
1 60%
以上
2 60%
１：
どち
らか
が

３：
1 70%
以上
2 70%
以上


